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ロジスティードグループは 広く未来をみつめ 人と自然を大切にし
良質なサービスを通じて 豊かな社会づくりに貢献します

ロジスティードグループの価値創造ストーリー

ー強みー
オペレーション 
遂行力

先進的なロジスティクス 
エンジニアリング力

グローバル 
ネットワーク

経営環境の
認識

マテリアリティ

LOGISTEED WAY

中期経営計画
LOGISTEED2024

取り組むべき
方向性

少子高齢化、労働力不足、
地政学的リスク顕在化、気候変動、
業界の垣根を越えた競争激化　等

グローバルサプライチェーンの維
持・強靭化のため、IoT・AI・ロ
ボティクス・DXによるイノベー
ションで課題解決を図り、持続
可能な社会の実現と企業価値の
向上に取り組んでいます。

お客様のバリューチェーンに対し、上記の強みを活かして、ノウハウや安全・品質・
生産性に優れた総合物流サービスを提供しています。

経営
ビジョン

グローバルサプライチェーン
において最も選ばれる 
ソリューションプロバイダ

企業価値向上に向け
取り組むべき重要課題

DX・LT
※・現場力でグローバルな 

サプライチェーン戦略パートナーへ

マテリアリティの具体的な実行策として、 
中期経営計画「LOGISTEED2024」に
取り組んでいます。

P2

P29-34、62-68

P21-26

注力分野
・ 脱炭素・循環型社会への貢献
・ 強靭で持続可能な物流サービスの構築・
進化
・協創による新たな価値の創出

ビジネスモデル

経営理念 P2

P2

P19-20

ロジスティードグループは、グループのあり方と進むべき道を示したLOGISTEED WAYに基づき、これまで培って
きた強みを活かしながら、日々の業務改善活動であるVC活動に取り組んでいます。経営理念を体現するべく、その
実現に向けた重要課題であるマテリアリティを特定し、具体的な戦略である中期経営計画「LOGISTEED2024」を
独自のビジネスモデルによって推進しながら、経営環境の変化へ柔軟に対応しています。
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（フィジカル） （サイバー）

※LT: Logistics Technology

注力分野を支える基盤
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ロジスティードグループのこれまで
トップメッセージ 価値創造の成果 価値創造を支える基盤ロジスティードグループの

これから
ロジスティードグループの

これまでイントロダクション
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アウトカム

※ 数値は2024年3月31日現在
※1 事業拠点・物流センター面積は、エーアイテイーグループ、HTB-BCDトラベルグループを除く　※2 自社開発システム
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ロジスティードグループの価値創造プロセス

ロジスティードグループの価値創造を実現するビジネスモデルは、グループのあり方と進むべき道を示した
LOGISTEED WAYを全ての価値の源泉とし、お客様のサプライチェーンの課題分析、運営設計、運営、改善とい
うバリューチェーンとそれを支える仕組みである協創、R&D、人財育成、VC活動から成り立っています。

強みである「オペレーション遂行力」「先進的なロジスティクスエンジニアリング力」「グローバルネットワーク」をドライバー 
として、バリューチェーンをより強固なものとし、ステークホルダーに対し経済価値、社会価値、環境価値を持続的に創出
します。また、持続的な企業価値向上を通してSDGsにも貢献していきます。

財務資本
• 安定した財務基盤 
•  機動的な投資を可能とする資金余力

総資産 現金および現金同等物
期末残高

1兆5,600億円435億円
製造資本
• グローバル事業拠点
• 輸送車両 
•  ロジスティードを支えるデジタル事業基盤

事業拠点※1

国内334拠点
海外27の国と地域

471拠点
物流センター面積※1

825万m²

知的資本
• 特許権（倉庫設計、管理システム等）
•  ノウハウ（SCM最適化、安全、 
ロジスティクス先端テクノロジー）

研究開発費 稼働システム数※2

1.6億円 509
人的・組織資本
• 物流に精通した多様な人財
• LOGISTEED WAYを実践する人財

グループ人員
従業員1人当たり教育費
（国内社員）

46,916名 37,486円
社会・関係資本
• ステークホルダーとの信頼関係
•  協創パートナーと築く 
ビジネスエコシステム

輸送パートナー（国内）

約1,300社
自然資本
•  環境負荷の小さい物流サービスを 
通じて利用する資源やエネルギー

総エネルギー使用量（国内）（原油換算）
①電気使用量 ②燃料使用量

33,206kl 15,730kl

ー強みー
1 2 3オペレーション 

遂行力
先進的なロジスティクス 
エンジニアリング力

グローバル 
ネットワーク

ー価値創造を支える仕組みー

サステナビリティ マネジメント

協創 人財育成R&D
（研究開発）

VC活動
（改善活動）

コーポレートガバナンス

LOGISTEED WAY（現場力×見える化）

経営理念

財務資本
信用格付（JCR）

A（安定的）
製造資本
培ったスキル・ノウハウをリファレンスモデルとして、
物流センターやシステムの構築・ 運用に活用

売上収益

8,002億円

知的資本
特許権保有件数

データサイエンティスト
育成講座受講者数（累計）※4

138件 147名
RPA※３による業務時間削減効果

約17,100時間／月
人的・組織資本
従業員エンゲージメント
（持続可能なエンゲージメント）※5 女性管理職比率

64 7.3%
〈負のアウトカム〉
労働災害指数　度数率：0.80　強度率： 0.161

社会・関係資本
3PL事業国内シェア※6 顧客数

12.0% 20,000社以上
（80業種）

自然資本
CO2排出量削減率（国内）（スコープ1&2）

前年度比 -6.6%
〈負のアウトカム〉

CO2（温室効果ガス）排出量
（国内）（スコープ1&2）

9.7（万t-CO2）

※3 Robotic Process Automation　※4 高度なデータ解析スキルを持つデータサイエンティストの社内育成講座受講者数 
※5 従業員エンゲージメントサーベイにおける好意的回答の合計スコア　※6「月刊ロジスティクス・ビジネス」より当社にて算出

安全・品質・生産性に優れた
総合物流サービスを
提供することで、 
人々のくらしを支え、

社会インフラとしての役割を
担っています。

経済価値
ステーク
ホルダー

社会価値

環境価値

3PL事業

重量機工事業

フォワーディング事業

お客様

従業員

ビジネス  
パートナー

投資家

行政

地域社会

インプット ビジネスモデル アウトプット

DX
見える化・最適化

物理 
空間 

仮想 
空間 

（フィジカル） （サイバー）

知識化
サイクル

P2

P2

P27-34、39-42、57-68

持続的な成長のために
重点的に取り組むSDGs
（持続可能な開発目標）

P51-56

P21-26

P29-34

P45-48

P27-34
P39-42
P57-68

P19-20
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SCDOS  https://www.logisteed.com/jp/scdos/
 SSCV  https://www.logisteed.com/jp/sscv/

スマートウエアハウス  https://www.logisteed.com/jp/swh/
                    RCS  https://www.logisteed.com/jp/solution/consultant/

右記サービスの詳細は 

Webサイトをご参照ください  

オペレーション
遂行力

先進的なロジスティクス
エンジニアリング力

グローバル
ネットワーク

物流に精通した
多様な人財

社会と人々の暮らしを
支える輸送アセット

ロジスティードを支える
デジタル事業基盤

ロジスティクスエンジニアリング人財 SSCVの開発・導入 AGV※、無人フォークリフト等 
自動化設備の導入

グローバルサプライチェーンを支える事業拠点

46,916名
約310名

約2,300台 約480台 計825万m²20,408台 28の国と地域
805拠点

509
グループ人員

データサイエンティスト育成講座
受講者数147名（累計）を含むリース車含む ※ AGV： Automated Guided Vehicle 

（自動無人搬送車）

※SLC:Smart Logistics Configurator

AGVのグループ内導入数SSCV-Safetyのグループ内導入数 拠点 物流センター車両保有台数 自社開発稼働システム数

データ分析、作業運営設計、包装設計、先端技術

バリューチェーン
分 析 設 計 運 営 改 善

顧客サプライチェーンの課題分析 先進的な運営設計・提案 柔軟かつ確実な運営 安全・品質・生産性の継続的な改善
お客様とコミュニケーションを取りながら、データやヒアリング
をもとに、サプライチェーン上の課題を分析

分析結果から最適な拠点配置、配送ルート、輸送方法、庫内
運営方法を設計し、お客様へ提案

綿密に設計した業務フローに基づき、安全・品質・生産性を
厳しく管理しながらオペレーションを遂行

お客様からのフィードバックや従業員の声を取り入れた改善
活動により、組織全体の生産性と品質を向上

ロジスティードグループの強みロジスティードグループの強み ロジスティードグループの強みロジスティードグループの強み ロジスティードグループの強みロジスティードグループの強み ロジスティードグループの強みロジスティードグループの強み

関連するソリューション、ツール等関連するソリューション、ツール等 関連するソリューション、ツール等関連するソリューション、ツール等 関連するソリューション、ツール等関連するソリューション、ツール等 関連するソリューション、ツール等関連するソリューション、ツール等

●  3PLリーディングカンパニーとして培ってきた、
物流業務の豊富な実運営経験に裏打ちされたリアル
な分析と課題の抽出

●  各業界に精通した営業担当とロジスティクスエンジ
ニアの綿密な連携

●   お客様との対話による要望の的確な把握
●  「SCDOS」を活用したサプライチェーン上の情報の
一元管理・可視化・分析・シミュレーションによる、
お客様のサプライチェーン改革の支援

●  データ分析の専門家を育成する独自の教育プログラム

●  拠点配置最適化、物流センター計画、倉庫内設計、
庫内運営業務フローを構築するためのノウハウと社内
体制

●   さまざまな業種に対応する高機能WMS（倉庫管理
システム）の設計、開発

●  先進技術の導入により物流の高度化と自動化・省力化
に戦略的に取り組み、持続可能な物流を設計

●   自動化・省力化のノウハウとデジタル技術を組み合わせ
たスマートウエアハウスの設計、提供

●  最新テクノロジーを活用した、社会インフラに関わる
プラント貨物や機械設備などの重量物の搬出、輸送、
搬入、据付までの一貫作業の設計

●  グローバルサプライチェーンを支える国内外805の
事業拠点

●  お客様の販売チャネルや環境の変化に柔軟かつ 
スピーディに対応可能な運営体制

●  お客様および協力会社との良好で強固な関係
●  KPIによる収益性、安全・品質・生産性の厳密な管理
とその向上に向けた取り組みの実施

●  包装や輸送治具に関する技術を用いた輸送品質の向上
や環境負荷低減の取り組み

●    IoTテクノロジーを駆使した「SSCV」による安全確保、
法令遵守、業務効率化

●  グループ全体での「VC活動」による、改善活動の進捗
や好事例などの見える化および改善文化の浸透

●  ロジスティクスエンジニアリング力とデジタル事業
基盤を駆使した、輸送ルート、庫内レイアウト、倉庫
内作業プロセスの継続的な改善

●   各種改善教育の実施と各職場での実践
●  RPA、AI-OCR※などのデジタルツールを駆使した
組織横断型生産性改革の実施

●  IoTテクノロジーを駆使した「SSCV-Safety」による
ドライバーの技能向上指導の実施

•  SCDOS（サプライチェーン
最適化サービス）

• データ分析の専門家の育成
•  SSCV（輸送デジタルプラッ
トフォーム）

•  ECプラットフォーム（スマートウエアハウス）
• SLC※(倉庫設計支援ツール)

•  SSCV（輸送デジタルプラットフォーム）
•  RCS（リソースコントロールシステム）

• 作業分析支援ツール
• RPA、AI-OCR

•  SSCV-Safety（安全運行
管理ソリューション）

※ AI-OCR： 
AI（人工知能）を搭載したOCR（Optical Character Reader／光学的文字認識）

製造資本 製造資本 製造資本社会・関係
資本

知的資本人的・組織
資本

人的・組織
資本

安全

効率化 車両管理

安全確保業務効率化

法令遵守

RPAP24

ロジスティードグループの3つの強みは、「オペレーション遂行力」「先進的なロジスティクスエンジニアリング力」 
「グローバルネットワーク」です。物流事業会社として創業以来70年余培ってきたノウハウやネットワークを源泉に、
安全・品質・生産性に優れた総合物流サービスを社会に提供しています。

P25

(数値は2024年3月31日現在)

ロジスティードグループの強み

2019
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